
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    ８３ 

     2018.9.3 

  

平成 30 年度松山聾学校サマースクールの報告です！ 

 

今年は13人の子供たちが参加してくれました。は

じめの会では、「〇〇です。お願いします。」と自己紹

介をしました。校長先生の「レッツ エンジョイ サ

マースクール！」の掛け声に、みんなで「オー！！」

と答え、サマースクールはスタートしました。 

 水遊びでは、プールやウォータースライダー、

金魚すくい、シャボン玉、石けん遊びなどをしま

した。水風船や水鉄砲で的当ても楽しみました。

気持ち良かったですね。 

 スイカ割りもしました。目隠しをして歩き、先生

の合図があるとストップ！棒を振ってスイカに当て

ました。ひびが入ると歓声があがりました。最後は、

切ったスイカをパクパク食べました。「甘かったよ。

何個食べたか分からない！」と話してくれた友達も

いました。 

 着替えた後は、テラスでかき氷を食べました。

「イチゴ」「メロン」「ブルーハワイ」「コーラ」か

ら好きな味を選びました。「冷たい！」「美味しい

ね。」「舌が緑になったよ！」など、楽しそうな声

がたくさん聞こえてきました。 

 楽しいことが盛りだくさんな一日でしたね。御

参加、御協力ありがとうございました。またみん

なで一緒に遊びましょう。お待ちしています。 
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(２) 

                    18 名(本校４名、他校 14 名)の児童が参加し、 

３つのグループに分かれて活動しました。 

  最初に１人ずつ「名前、好きな〇〇」と言って自己紹介しました。その後、各グルー 

プで誕生日や血液型など他に知りたいことを聞き合いました。昨日が誕生日だった人が 

いて「おめでとう！」と祝う声も聞こえました。硬かった表情がほぐれて笑顔がちらほら 

見られました。 

  前半の活動では「UNO」を各グループでしました。 

みんなやり方やルールをよく知っていて、どのカー 

ドを出すか工夫したり、「スキップだ、休みだよ。」 

「UNOって言った？」とやり取りしたりしていまし 

た。時間内に上がれた人、上がれなかった人がいま 

したが、終始盛り上がりました。 

後半の活動はピンポン球をカップに入れるゲーム「ピン 

ポンカップイン」をしました。まずはピンポン球が入ったカ 

ップの数字を合わせた数が大きいグループを競いました。 

点数を稼ぐためにカップを移動させるグループもありまし 

た。18点、16 点、16 点と良い勝負ができました。 

次は「ピングラム」という「ピンポンカップイン」で「ア 

ナグラム」をするゲームをしました。カップに書かれた数字 

は色も付いていて、数字と色で文字が決まっています。その 

文字を組み立てて単語を作りました。「いいええはは」から 

「いいえははえ（良い絵はハエ）」と面白い文を作った班も 

ありました。最後の感想発表で「ピングラムでいろいろな言 

葉が出てきて楽しかった。」と述べた人もいました。 

休憩時間は友達と話したり、けん玉やオセロなどの道具で遊んだりして楽しく過ごしま

した。残念ながら、楽しかった時間もあっという間に過ぎてしまいます。久しぶりに一緒

に幼稚部を過ごした友達と 

の時間を名残惜しそうに帰 

っていく人がいました。 

また来年も参加を待っ 

ています！  
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今年度の中学部・高等部は、屋外でアウ 

トドア体験を中心とした活動を行いました。 

テント設営やロープワークについて学ぶ活動を通して、生徒同士の交流を深めるとと

もに、それらの技術の習得を目指しました。残念ながら校外からの参加者はありませ

んでしたが、本校生徒 10名が参加しました。また、講師として、松山市野外活動セン

ターより２名の職員の方にお越しいただき、御指導をいただきました。 

 まずはテント設営です。今回は、レクタングラー 

型のタープテントを張り、その下にドーム型のテン 

トを張る活動を行いました。テントを張るためには 

チームワークが不可欠ですが、特に、タープテント 

の設営は連携が必要でした。また、ポールを支えた 

りペグを打ったりする基本的な作業も、経験がない 

ので苦戦しました。それでも、最後にはしっかりと設営ができました。 

次に、ロープワークに取り組みました。ロープワークは災害時に役に立つスキルで 

もあります。生徒も先生も、指導を受けながら熱心 

に取り組んでいました。今回学んだのは、まき結び 

と、もやい結びです。 

当日は、今年の夏を象徴するかのような猛暑に 

なり、気温もぐんぐん上がりましたが、上がりき 

る前にすべての活動を無事に終えることができま 

した。生徒にとっては未経験のことが多く、つい 

つい手を出しそうになってしまう先生方も、じっ 

と「待ち」の姿勢で見守る様子も見られ、生徒に 

とっても先生にとっても学ぶことの多いサマース 

クールでした。 

 参加した生徒からは、「今まで（のサマースクー 

ル）で一番楽しかったです。来年も今回と同じよ 

うにいろいろな体験 

をしてみたいです。」 

という感想が聞かれ 

ました。参加された 

皆さん、お疲れさま 

でした！ 

  

  

 
 今年度のサマースクールは、幼稚部 13 名、小学部 18 名、中学部・高等部 10 名の計

41 名の方に御参加をいただきました。ありがとうございました。来年も一緒に活動し

ましょう。そして、是非また松山聾学校にお越しください！ 
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編 集 後 記  今年の夏は、本県に大きな被害をもたらした豪雨災害に加え、例年以
上の猛暑で「危険な」暑さが続きました。そのような状況でしたが、たくさんの方々に参加し
ていただく恒例のサマースクールや公開講座は大きな事故やトラブルもなく無事に行うこ
とができました。毎年当たり前のように行っている行事ですが、今後はもしものときの対応
を今以上に考え、より楽しく充実した活動ができるようにしていく必要があると感じました。 

明晴学園は 2008年に設立された私立の特別支援学校で、 

ろう・難聴児に手話と日本語によるバイリンガル教育を行っ 

ています。学校公開等の案内が届きましたので御紹介いたし 

ます。詳細は、明晴学園のホームページを御覧ください。 

 

明晴学園からの御案内 

【 学校公開 】 

   日 時 2018年９月 10日（月）10：00 ～ 12：00 

  対象者 明晴学園の教育に興味をもっている方 

※ 終了後、希望があれば教育相談に応じます 

【 乳児体験デー 】 

期 日 2018年 7月 14日（土）、9月 8日（土）、10 月 6日（土）                                    

対象者 0～3歳（幼稚部入学前）の聞こえない・聞こえにくいお子さ

んとその保護者、親戚の方 

【 入学説明会 】 

   日 時 幼稚部・小学部 2018年 10月 19日（金）10：00 ～ 12：00 

中学部     2018年 12月 ８日（土）10：00 ～ 12：00 

  対象者 入学・転入を希望される方 

内  容：  聴覚障がい者の社会参加の現状と課題 

日  時：  平成３０年９月２８日（金） １５：５０ ～ １６：５０ 

会   場：  愛媛県立松山聾学校 

講  師：  愛媛県聴覚障害者協会  手話通訳士  上場 ゆり 先生 

申込方法：  本校へ、メールかＦＡＸで申し込んでください。 

       ＦＡＸ ： ０８９－９７９－２２１４ 

       メール ： ｍａｔｓｄ－ａｄ＠ｅｓｎｅｔ．ｅｄ．ｊｐ 

       ※「研修会参加申し込み」と明記の上で、参加者の名前と所属

（勤務先）、若しくは連絡先を御記入ください。 

        本校ホームページにも、案内文と申込用紙があります。 

 研修会のお問い合わせは本校自立・連携課の佐伯まで 

お知らせ 


